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2013年 2月 20日 
株式会社マイナビ 

 
文才に注目が集まる元メジャーリーガー・田口壮 ファン待望の現役引退後初の著書 

『野球と余談とベースボール』 
マイナビ新書より 2月 26日（火）発売 

～神戸・三宮と大阪・梅田でサイン会開催も決定！～ 
 

株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区）は、昨年 20年間のプロ野球選手生活にピリオドを打ち、
現在は野球解説者として活躍する田口壮さんの引退後初の著書『野球と余談とベースボール』（マイナ

ビ新書）を 2月 26日（火）より発売します。 
 
引退してまだ1年も経っていない田口さんの身体には、日本のプロ野球界とアメリカのメジャーリー

グで抱いた現役選手としての様々な感覚や感情が、今なお染み付いています。その感覚が新鮮なうち

に自身の想いを日本球界とファンに届けるために本書を執筆しました。 
 
田口さんは、現役中に毎日更新していたブログの面白さが人気を呼び、ファンの間では“日記職人”

との異名を取っていました。ブログをもとにしたエッセイ集も発売され高く評価されるなど、以前か

らその文才に注目が集まっていました。本書では、田口さんの文章の大きな魅力であるわかりやすく

軽妙な文体で、自身の経験をもとに日米野球の比較を語っていきます。時折クスっと笑えるエピソー

ドを挟みながら、開幕を控えたワールドベースボールクラシックの見どころや日本人選手のメジャー

流出についての見解、日米での契約の違い、プレーの比較、日本の野球界をもっと盛り上げるための

アイデアなど、話題は多岐に渡ります。 
また、「伝えるべきは、野球そのものだけではなく、国によって違う、野球を取り巻く文化や環境、

言葉や人間たちの息遣いだと思いました」と語る田口さんが、アメリカ生活の中で感じた日本とアメ

リカの文化の違いを“余談”として多く収めており、野球好きの方はもちろん、野球に詳しくない読

者の方でも日米文化論として楽しめる内容となっています。 
 

 
 
 
■書 名： 『野球と余談とベースボール』 
■著 者： 田口壮 
■定 価： 893円（税込） 
■体 裁：  新書判 216ページ 
■I S B N：  978-4-8399-4605-0 
■発売日：  2月 26日（火） 
 
※マイナビの書籍はこちら：「マイナビ BOOKS」（http://book.mynavi.jp） 

本書に関するお問い合わせ・献本のご依頼は下記まで 
株式会社マイナビ 
社長室 広報部 渡邉 

TEL.03-6267-4155 FAX.03-6267-4050 
e-mail：koho@mynavi.jp 

≪表紙イメージ≫ 
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■ 著者プロフィール 

田口壮（たぐち・そう） 
 
1969年生まれ、兵庫県西宮市出身。 
関西学院大学時代、通算 123 安打のリーグ記録を樹立。この記録は現在で
も破られていない。1991年遊撃手としてドラフト 1位でオリックス ・ ブルー 
ウェーブに入団。3 年目には外野手に転向し、1995 年、1996 年のリーグ連
覇（1996 年は日本一）に貢献した。ゴールデングラブ賞 5 度、ベストナイン１
度を獲得。 
2002 年 FA 宣言し、メジャーリーグ、セントルイス・カージナルスに入団。6 年
間在籍したのち、フィラデルフィア・フィリーズ、シカゴ・カブスでプレーした。メ

ジャーでの 8年間で、 ワールドシリーズに 3回出場し、 2006年（セントルイ
ス）、2008年（フィラデルフィア）ではワールドチャンピオンに輝く。 
2010 年日本球界に復帰（オリックス・バファローズ）。2012 年は自由契約と
なり、肩の手術後リハビリを続けながら現役復帰を目指すも、7 月 31 日を以
って引退を表明し現役生活に幕を下ろした。著書に『何苦楚日記』（主婦と生

活社）、『脇役力』（PHP新書）、『タグバナ。』（世界文化社）がある。趣味は料
理とアウトドア。ホリプロ所属。 
（田口壮オフィシャルブログ：http://taguchiso.blogspot.jp） 
 

■ 本書 「はじめに」より   

日本野球の枠の中で生きてきた僕が、メジャーに挑戦するために海を渡ったことで、見えるものの幅は大きく広がり

ました。世界最高峰の野球には、世界各国からベースボールの猛者たちが集まっていたからです。世界各国から人

が集まると、世界各国のお国柄も見えてきます。言葉も様々だし、同じ野球をやっているはずなのに、どこか違う野

球を見ることができます。世界は野球であふれていました。同時に、メジャーを経験したからこそ、日本のプロ野球が

世界に誇りうるべきもの、という確信も持てました。 

 まだ引退して１年も経っていない野球解説者。現役選手の時に抱いたいろいろな感覚や感情が、いまもこの身体に

しみついています。でも、この現役選手特有の感覚や感情は、これから年が経つにつれ、少しずつ失われていくこと

でしょう。プロ野球選手「田口壮」は、紆余曲折の野球人生を、日本とアメリカで送りました。新鮮なものを、新鮮なま

まにお届けするのが、日本球界、ファンへの「お返し」です。「えーと、どうやったっけ？」などと頭を抱えたくないので

す。だから、この本をいま、書かせていただくことにしました。 

■ 神戸・三宮と大阪・梅田でのサイン会開催も決定！ 

【神戸・三宮】3月 10日（日） 11:00～ 
場所：ジュンク堂書店三宮店 2F特設サイン会会場 

【大阪・梅田】3月 12日（火） 14:30～ 
場所：MARUZEN&ジュンク堂書店 梅田店 7F Salon de 7（トークショーもあり） 

 
『野球と余談とベースボール』を会場店舗にてご購入いただいた方が対象です。サイン会の参加には整理券が必要

になります。詳しくはマイナビ BOOKS（http://book.mynavi.jp/blog/seminar/2013/02/19/472）をご覧ください 

※著者インタビューのご希望がございましたら、マイナビ広報部（03-6267-4155）までお問い合わせください 


